
① 腐女子なサキュ美さん編 

 

サキュ美「くっはー、まじマサムネ様いいわぁ……なになにまさかここで敵のアヤタチと絡

んじゃうわけ、アニオリだけどこの組み合わせ……イケる」 

主人公 「あの」 

サキュ美「あぁ、荷解き終わった？なによ？……今私は研究で忙しいの」 

主人公 「け、研究？」 

サキュ美「そっ、『真実の愛』の研究。私はこれをするために人間界に来たの……くっはー、

かばっちゃうわけ？そこで敵なのにマサムネ様かばっちゃうわけ？……くうー

っ、これが愛よね」 

主人公 「え、え？」 

サキュ美「アンタもそう思うでしょ？絶対このアト傷の手当とかしちゃうわけよ……そん

でそんで……はぁはぁ……だめだもうたまらん」 

 

② 主人公とフレンドリーなサキュ美さん編 

サキュ美「そう、今日のアンタは私の魔力電池ってわけ……察しがよくて助かるわ。乙女ロ

ードのアニマイトに入るまでしっかり充電させて貰うわよ」 

主人公 「……はぁ」 

サキュ美「ん？なになに落ち込んでるの？……もしかして私とホントにデートしたかった

りした？」 

主人公 「そ、そんなこと……ないし」 

サキュ美「そう、ならよかった。まぁその代わり好きにイチャついていいからさ……ほら、

胸当ててげる……うり、うり」 

主人公 「や、やめ……」 

サキュ美「あはは、口では嫌がっても魔力の流れで悦んでるのは丸わかりだっつーの……こ

のムッツリ童貞が……そいじゃ行きましょう」 

 

③ お腹が空くとキャラ崩壊しちゃうサキュ美さん編 

 

サキュ美「あいつのパンツだ……男の匂いが……する……(ゴクリ)」 

サキュ美「は、はは、何してるよの私……これじゃ私がクンカクンカしてるじゃない」 

サキュ美「ううっ……ちょっとだけならバレないかな……」 

場面転換 主人公 

主人公 「サキュ美のやつ洗濯大丈夫かな？……少し覗いてみるか」 

サキュ美「はぁ……はぁ……パンツ美味しいよぉ……あいつのパンツなのに止まんない」 

主人公 「ヒェッ……むしろあいつ俺のパンツしゃぶってるんだ！？」 



サキュ美「あ……これは……そのね……ううっ……ひっく……ひっく……うえええん」 

いきなり主人公に抱きつくサキュ美 

サキュ美「ごめんね……ごめんね……我慢できなかったのぉ……だって雄の匂いがプンプ

ンするし……気づいたらもうあなたのパンツに夢中だったのぉ」 

 

④ フェラ編 

サキュ美「それじゃそろそろ口技っていうのを童貞サンに体験させてあげましょうか……

れる……ふふっ、さっきのなんか遊びよ遊び……はーむ……んっ、ちゅぱ、ちゅ

ぱ、ちゅぷ、ちゅぱ、んっ、んむ…じゅるるっ……ねっとりと舌を絡めて、ん、

ん、れる……男を堕落させるサキュバスの口技味わいなさい……ちゅるる、ちゅ

ぱ、ちゅぱ、カリのでっぱりを中心に舌で回転攻撃♪……ぴちゃ……んっ…れる

れる……れろり……これ理性トンじゃいそうでしょ？」 

 

⑤ 本番編 

サキュ美「んっ、んぁぁっ……はーい、童貞さん一名ご案内~♪なーんてね……くす、気持

ちいい？これが念願のセックスよ……女の子と繋がれてとっても幸せ？くす、

そりゃよかった♪…んぁぁ、あっ…それじゃここからは私の食事の時間だから

ヨロシク」 

 


